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｢主体的意思決定力の市成｣を図る公民科授業実践

―戦略的環境アセスメントを事例にして―

田 中 一 裕
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Ⅰ.はじめに

高等学校公民科 ｢現代社会｣の環境問題で ｢環境アセスメント(EIA Environment hpact

Assessment)｣を学習する場合､環境アセスメントの目的や仕組みだけを取り上げ､実際の事例

を取り上げることはない｡ ｢住民が環境アセスメントの内容に対してどのように考えて意思決

定をおこなうのか｣を生徒が体験することで､環境アセスメントの問題点や課題､環境保護 と

経済的利益の対立などを学ぶことが可能となる｡実際の環境アセスメン トでは､費用便益分析

(CBA CosトBenefi屯Anaiysis)や､仮想評価法 (CVM ContingentVaiuatiomM油 od)i)などが利用

されてお り､このような新しい手法について生徒が正しく理解をすることが環境アセスメント

の内容を考察する上で重要である｡また住民の環境に対する価値観や環境保護から得られる満

足感など､容易に計算できない部分を意思決定に反映させていくことが大きな課題となってお

り､開発により得られる経済的利益と､環境保護に対する価値観や満足感のバランスが意思決

定を難しいものにしている｡

本実践研究は実際の環境アセスメントで近年多くの国で採用されている ｢戦略的環境アセス

メント(SEA StrategicEnvironmenもalAssessment)｣ 2壕 取り上げ､具体的シミュレーション ｢一

般廃棄物の最終処分場に係るケ-ススタデjJ 3)を事例として意思決定型授業の開発をおこな
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つ藍o ｢一般廃棄物 の最終処分場に係るケ-ススタディ｣ に対して生徒が実際に意思決定する

過程で､費用便益分析や仮想評価法などの手法が環境アセスメン トの中でどのように利用され

ているのか､その仕組みや計算方法を体験させたO

今回の実践研究では､まず第 --に 抄 A･サイモン4)の ｢限 定 さ れ た 合理性｣5)概念を手がか り

に､複数の意思決定支援モデルを応周することで ｢主体的意 思 決 定 力 の育成を図る授業｣ を 構

成することを試みたO ｢限定された合理性｣は､ ｢プログラム化できない意思決 定 ｣ 6)問 題 や

その部分において､新 しい意思決定支援モデルを用 い ることにより､可能な限 り合 理 的 に 意 思

欽定を実施 しようとする概念であるo今回は新 しい意思決定支援システムとして ｢オ ペ レ - シ

ョンズ 8リサ-桝 OR Opera如nsResearch)7)の階層化分析器廟 拳法のデシジョ ン 申ツ リ- 9)辛

デシジョン ｡テ-プル柑)｣､また ｢コンジョイン ト分析｣ll)を応周 した｡第二 に 仮 想 評 価 法 U)

手法により住民の環境に対する価値観を定量化 し､費用便益分析により開発で得られる価値 と

必要なコス トを比較させる構成とした｡ ｢主体的意思決定力の育成｣とは､生徒白身が意思決

定問題に対 して､ ｢論理的に代替案や評価基準を整理.分析 し､価値観や満足度を意思決定に反

映させ､できる限 り合理的な意思決定をおこなうことができるようになるカを確立させること｣

を指 している｡環境アセスメン トにおける複雑さと不確実性は､意思決定を困難にさせている

が､実際におこなわれている環境アセスメン トの手法を体験する過程で､環境アセスメン ト酌

難 しさや問題点に迫 り､意思決定をより合理的におこなう力を確立させることを目標 としたO

≡,授業開発のための基礎的考察

(り先行 研 究

猪 瀬 武 則 氏 の 『経 済 的意思決定能力を育成する環境学習の授業構成…費用便益分析､限界分

析 の事 例 を 中 心 に - 打 2トごは ､ 費用便益分析を環境問題に応用 した授業例で､便益がより大き

い代替案 を 採 用 す るた め の 分 析 方法を取り入れている｡この授業案では､湖の浄化の調査報告

書 に も とづ き ､ 生 徒 が 限 界 利益から限界費用を引いたデ-タを利用 し､最適点を考えさせるも

ので あるO 中学 生 に は 多 少理解が難 しい概念であるが､わかりやすい構成で授業化 している｡

この授 業 の 中 で ､ 教 徒 から ｢たとえ限界利益は下回っても､わずかながら総利益があるなら､

徹底的に浄化すべきである｣と判断する生徒に対して､ ｢限界理論 と希少資源の適正配分の意

味から導き出される 『60%浄化』が正解であ り､工場と町の予算がパンクしない程度までやる

べきであると考える生徒とは､まさしく 『価値』が異なるのである｣としている｡

環境問題では自然環境の｢価値｣を定量化 し､意思決定に反映させていく点が難 しいところで

あるO人命救助に必要な予算であれば､予算金額の 上限を考えず成功確率が 100%になるまで

実行する｡企業の生産過程での利益とコス トの関係は徹底 して合理的な判断で最適な解の数字

を用いて実施する｡ 自然環境においては､このどちらにもあてはまらない大変難 しい意思決定
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を迫られる｡絶滅寸前の動植物の生育する湖と､誰も存在を知らない湖､多くの入府が観光や

レジャ-で楽しむ湖など､その自然の価値を定畳的に見積もることは大変難 しい｡このシミュ

レーションで､費用便益分析が 卜分に認識できなかった生徒は､こ頼朝の価値をかけがえLJ)な

い湖と考えて､l醐%の浄化を選択 したと予想される｡また標準的な湖を想定した場合は 甜%

程度浄化の費用便益分析にもとづく費用と効果の最適なラインを選択したと予想される｡環境

問題を費周便益分析により考察させる場合には､ 失 われる自然に対する価値について､生徒 が

十分理解できる状態を設定しておく必要がある と 考えられるO自然環境を費用便益分析にもと

づき考察させるには､自然の価値を定量化で き るシミュレ-ションに構成することで､より合

理的な意思決定が可能となると考えられる｡ 猪 瀬氏は､｢社会科における環境学習-米国の環境

教育における経済教育排除論争-｣ 13)のなかで､｢第----斗こ､社会科の環境学習では､経済教育の

基礎にある経済理論の持つ規範性を認識した上で経済教育の内容を道具主義的に設定する必要

がある｣ ｢第二に｢価値明確化｣の学習過程が設定されなければならない｣として､環境教育で

の経済教育の必要性を強調 している｡

(2)｢限定された合理性｣概念と授業開発

｢戦略的環境アセスメント｣ を取り上げるにあたり､ ｢限定された合理性｣概念を手がかり

に次の三点において授業開発 の工夫を試みた｡生徒が複雑な問題を主体的に意思決定するため

に､①戦略的環境アセスメントの数多い評価基準をすべて取り上げることはせずに､ ｢限定し

た｣評価基準を取り上げた ｡ ② 代替案と評価基準の複雑な関係を明確に整理するために複数の

意思決定支援モデルを用いた｡③ ｢事実的要素｣と ｢価値的要素｣を明確に分けて意思決定を

すすめたOこれ ら の工夫により､次の二点が可能になるとする仮説にもとづき授業開発をおこ

なったoまず 一 つ め は､代替案 や評価基準が複数あるため意思決定が難 しかった論争問題にお

いて､意思 決 定 支 援 モ デ ルの ｢コンジョイン ト分析｣や ｢オペ レ-ションズ ･リサ-チの階層

-99-



｢老体的意思決定力の育成｣を図る公民科授業実践 拍書中)

化分析の中のデシジョン ･テ-プル､デシジョン･ツリ-､重みづけ｣を応用することで､生徒

が主体的に意思決定をおこなうことが可能となるとするものである｡二つめは､価値観や満足

度により決定する部分 (- ｢プログラム化できない｣ 問題､ ｢価値的要素｣)を含んでいる場

合､ ｢限定された合理性｣概念と新 しい意思決定支 援 モデルを応用することで､ ｢生徒 白身が

主体的に意思決定をおこな う授業｣が構成できるとい う仮説であるO

意思決定の問題について､H書A･サイモンは､ ｢プログラム化できる意思決定｣と ｢プログラ

ム化できない意思決定｣に区分 しているD ｢プログラム化できる意思決定｣問題においてはす

べてを数学的に定式化 し､数式でシミュレーションすることが可能であるが､ ｢プログラム化

できない意思決定｣問題は､限られた計算能力と外界の不確実性との双方の理由から特定代替

案の選択結果がきわめて不完全にしかわからず､普遍的な一貫した効用関数を持っていないな

ど､数学的に定式化 し計算することが難 しい問題 として分類 している｡ しかし､ ｢プログラム

化できない意思決定｣であっても､ ｢限定的な合理性｣にもとづき､いくつかの条件を固定化

し､また最新の意思決定支援モデルを利用することで意思決定が可能となるとしているO

サイモンは､ ｢客観的合理性をもつ

問題｣とは､①各代替案の選択に続い

て起きる諸結果についての完全な知識

と㌢測を可能 とし､②将来に起きる諸

結果に対する価値について ､現 在 完 全

に ㌢測でき､③起こりうる代 替 的行 動

のすべての中から選択す る こ とを可能

とした場合､と考えるo Lか し複 雑 な

意思決定問題では｢合理性 の限界｣とし

て､(丑ではすべての代替案 に よる諸結

果 を完全に予測す るこ とは 困難 で あ

り､②では将来の価値を現在 の価値 で

予測することは不完全であり､③ では

すべての代替案を思いつくことはで き

ず､二つか三つ程度の代替案 しか思 い

浮かばない､としている｡戦略的環境

アセスメン トにおいても､客観的合理

性をもつ結果を完全に予想することは

困難であることや､環境の持っている

価値を完全に計ることも困難であるこ

とから ｢プログラム化できない意思決

図2 意思決定のプロセス 著者作成

【第 一 回 目 意思決 定 シー トA】

日)A案 -C案が環境 -与える影響 の分析 E探索】

(2)住 民 の負 担か ら概 観 を捉 える

コンジ ョイ ン ト分析 のプ ロフ ィール を利用

【正確 な 目標 設定】

(3)建設 費用 と住民の負担 の関係性 を理解 す る

A H Pのデ シジ ョン ･テー ブル を利用

【探索】【正確 な 目標設定】

(4)第 -回 目意思決定 をお こな う E満足化】

【第二 回 目 意思決 定 シー トB】

(日建 設 による損失総額 を分析す る 【探 索】

(2)損失 防止費用 と住民の負担 を比較す る 【探索】

(3)費用便 益分析 をお こな う

A H Pのデ シジ ョン ･テ- ブ ル を 利 用

【探索】【正確 な 目標設定】

(4)第 二回 目意思決定 をお こな う E満足化】

く5)意見表明 とシェア リング

*区 季画司 は意思 決定支援 モデル
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定｣部分をもつ問題 と考えられる｡ ｢プログラム化できない意思決 定｣ で不確 定性 を持つ 問題

においてより合理的な意思決定をおこなうためには､ ｢正確な目標設 定｣と､ ｢探索｣と､ ｢満

足化｣が遺髪な概念であるとしているo大きな抽象的目標ではなく､下位 の具体的目標を複数

設定し､その目標実現のために資料を探索し､不可能と思われる ｢最も合理的な代替案｣を求

めず､満足のいく代替案を求める ｢満足解｣の積み盛ねによって意思決定をおこなうとしてい

る｡このような視点から考察する場合､公民科で論争問題を取 り 上げる意思決定型授業では､

比較的容易にプログラム化できる意思決定問題から､不確実性 が 高いため意思決定が困難なプ

ログラム化できない意思決定問題など多様な問題が存在する｡ 環 境アセスメン ト問題は､ ｢プ

ログラム化できない意思決定部分をもつ問題｣と分類できる｡

Ⅲ.小単元の増量

(1)｢主体的意思決定力の育成を図る授業｣に応用した意思決定支援モデル

平成 21年 3月に告示された新 しい高等学校の学習指導要領解説公民編の｢現代社会｣の｢2内

容とその取扱い指導に当たって｣では, ｢先に 『現代社会における諸課題』の解説で述べたよ

うに,生命,情報,環境などについてそれぞれ取り上げるようにするが,ここでは課題を解決

させることを求めているのではなく,これらの諸課題をとらえ考察するための基本的な枠 組 み

を身に付けさせ,社会の在 り方を考察する基盤を理解させるよう留意する｡｣としている｡

本実践では､生徒の主体的に考察する力の育成を目指 しているOこれまで｢日本の年 金 問 題 上

｢日本のエネルギーベス トミックス問題｣､ ｢バイオェタノ-ル問題｣㌔ ｢出 産前診断問題｣

などを事例として､階層化分析法の ｢デシジョン ･テーブル｣㌔ ｢デシジョン ･ツリ-｣ 仁一

対評価｣ ｢重みづけ｣などを合理的な意思決定をおこなう手法として応周し､主体的意思決定

力の育成を図る授業構成をおこなってきた｡

(2)戦略的環境アセスメン ト (SEA)

｢環境アセスメン トは､既に事業の枠組みが決定されてお り､事業の実施段階で意思決定を

行ったのでは変更することは遅すぎて検討の幅が限られてしまうために､環境の保全に有効な

案の検討が行えないO戦略的環境アセスメン トでは､事業の実施段階の環境アセスメン トの限

界を補い､計画に環境配慮を適切に組み込むものであり､早期の段階で環境的側面について検

討 を適切 に行 うことによ り ､ 法 に 基 づ く環境影響評価の段階での事業内容の検討の手戻 りを回

避 す る こ とに も資す る こ と と な る ｣ 14)｡このような理念のもと､戦略的環境アセスメン トは､

梗界各 国 で早期の段階で 意 思 決 定 をおこなう新 しい手法の環境アセスメントとして利用されて

い る｡これまの環境アセスメ ン トでは確定した代替案について賛成か反対かを問う手法であっ

たが､戦略的環境アセスメン トでは複数の代替案について複数の評価基準からメリット8デメ

リットを探っていき､代替案の方向性を確定していくことにより､多様な代替案の中から意思
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決定が可能となる｡検討過程は複雑な思考を必要としているが､生徒がこの思考過程を学ぶこ

とは環境アセスメン トの在 り方そのものを学ぶ過程 となり､また複雑な問題を考察する枠組み

を 自らの思考過程として身につけることのできる学習となると考える0本寒路では､事例とし

て ｢一般廃棄物の最終処曾場に係るケ-ススタディ｣を授業用に改変した rN市の-一般廃棄物

の最終処分場計画｣を作成 した｡ ｢N市の一般廃棄物の最終処分場計画｣では､シミ認レーシ

ョンとして設定した----般廃棄物の最終処分場計画を進める上で､3つのA案､ B案､C寮のど

れを選択するかを住民に問う戦略的環境アセスメン トの形で意思決定をおこな う｡

(3)｢N 市 の-般廃 棄物 の最 終処 分 場 計 画 ｣

A案は海岸を埋め立てたところに建設す る代替案である｡ B案は住宅街U)郊 外 で川 沿 い か ら

少 し山手に太ったところに建設する代替案である. C案 は県道からかな り山に入った 山 中 に建

設する代替案である｡3つの代替案において､評価基準として道路の渋滞と騒音による住民坐

活-の影響､海岸や天然記念物や名水 iOO選などの環境-の影響などが事前に設定されているo

t⊥潰 用便益分析 IL(B＼ (l小トIi州し､tit＼n､車､I､)

今回は､より具体的に考察をするために､①建設費用の住民負担の設定､②観光客数 と観光

による経済効果､③損失を防止する費用の住民負担の設定の3つを､費用便益分析を利用 して

比較させて､戦略的環境アセスメン トを実施するうえでの複雑さを考察させる｡

(･男前 見 表明 と シ :ア ･/llJ/I

ラス全体の総意がどのあた賢‖こあるのかを明らかにする｡他U)生徒の決定について､どのよう

な理由により自分と異なった決定となったかを明らかにすることで､自分 自身の意思決定の過

程を振 り返り､意思決定において必要なことを再度 考 察 す る O

Ⅳ. -環境問題_.小単元計画 こ全 二時間)

ll)第-衣

オゾン層の破壊､酸性雨､温暖化､砂漠化などの地球環境問題を考察する｡また､国連人間

環境会議､モントリオール議定書､国連環境開発会議､京都会議など国際的取 り組みを理解す

る｡四大公害など日本の公害と､汚染者費用負担の原則､外部不経済､公害対策基本法､環境

基本権､環境アセスメン ト法､リサイクルなど公害防止対策を理解する｡

鞘第二次

rN市の --般廃棄物の最終処分場計画｣のシミ誌レーション且の資料から､A-C案が環境-

奪える影響を考察 し､デシジョン ･テ-プルにまとめる.また､A-C案の建設費周に対する

住民負担を考察 し､どの案がよいか､優先順位を決定 し､第 1回目の意思決定をおこなうO 次

に､シミュレ-ション2の資料から､A-C案が住民や観光-考える影響を考察し､損失を防
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止する費用と､回復する経済効果を比較し､第2回目の意思決定をおこなう｡第2回目の意思

決定の結果を意見表明し､シェアリング ･振 り返りをおこなう｡

【第二次】

発 間 教授-学習課程 生徒に習得させたい知識

<導入>

○環境アセスメントとは何

か?

○一般廃棄物の最終処分場

を建設した場合､環境-の

影響はどのようなことが

考えられるか?

プ レテ

ス ト

シ ミュ

レー シ

ョン 1

T:発問する

S:記入する
T:発間する

S:記入する

○プレテス トとして､環境アセスメ

ントに対する知識を確認する

○資料から､環境破壊や観光-の影

響､道路の渋滞など人々の生活に

直接かかわる問題が発生すること

を認識する

<展開1>

◎A～C案における環境-
の影響は具体的にどのよ

うなものが予想されるか

?

OA～C案で環境-の影響
を最も考慮しなければな

らないものはどれか?

T:発問する

S:発表する
記入する

T:発間する
S:記入する

◎具体的なプロファイルにもとづき

内容を理解し､負担を考察しデシ

ジョン ･テーブルにまとめる

OA～C案での環境-の影響につい
て､最も考慮 しなければならない

ものに対して､優先順位をつける

日lJL穀範分ヰJ*故によもjt群へ4.1鮭tはどうf.,ろのか?
生徒記入例

OA～C案にかかる費用で
負担してもよいと思われ

るものはどれか?

T:発間する

S:記入する

○(1)での資料の分析と､建設費
用を考慮に入れ､代替案-優先順

位を記入する

(2)最終処分場連投間者ついて､監亀鰍 と考えられるものを.次の3つの僻-摩先頃

<I> 一人 年間1,500円*10年合計ユ5,000円 fA秦 :海岸の埋め立て)
< 芋 > 一人 年間1,000円*10年 鮒 日 0,OOO円 くB乗 =住宅地に近い幹線道路脇)

く . > 一人 年間 500円*10年 合計 5000円 (C廉 :住宅地から離れた山中)
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○A～C案に対 して､建設費 シ′- T:発間する ○それぞれの建設計画と､人 口や支

用の合計や個人負担はど トA S:記入する 払い年数により､住民の年間の負

の程度なのか? (3) 担が異なることを理解する

(3)最終処分尊重牧費用と､住民～人の食掛まどうなるか?

空 車 卵 誓 言舶 雪 盲 ⑧皇A秦 5千万P7 5千万円 1億円 一億円 トヨ億円 住民一人の･負担(総額) 住民.一一.一人の年間負担(*10_*)i

L土建こ:てこ, 円.___..良,〔守ir≡ 円 {i.-i-.:::,. 円B東 1旗門 5千万円i,5千万円 0 上フ権門 存 三.~~= 円

A～C案でよいと思われ シー T:発間する ◎第 1回 目の意思決定おこない､そ

るものはどれか? トA(4) S:記入する の選択 した理由を記入する

Ri iiii ii ii へ

(4)<第 1回 日意思決を>意志決定までのアロ-チャー ト
頚択したプ T3プr-{ル その,葦轟

L "エ 二 ノウ 〔蛋 iIfI771漂ftiTt::'}]!';:.Lil:;I:i,-t=,1.:

○建設費用の他に､どのよう シー T:発間する ◎環境に対する負担や､日常生活

な点を考慮に入れるとよいと考えるか? トA(5) S:記入する の影響などを考察する

(5)その他にJfJlに入れる★件をA雄的に取入

上 僻縛 飢 摘 藩 酎 5g..F ｢
＼＼ .…叩一m.___ノ

<展開2>○損失を50%防ぐ場合と､80 シー T:発問する ○A～C案で､50%防止案 と80%防
%防ぐ場合ではどれくら トB S:記入する 止案では費用が異なることを理解

い費用が異なるか? (1) し計算する

r-般廃棄穐最繊処分場鐘股簡JLJにおける薫恩決走 算2回 EI<デシジョン.チ-プル >

fl311兵を防止する*用と住民-人のAj息は､どうなるのか? (N■軒は人 口27jv■人)㍗"""…稚紳.…軸.地ドJ2'▲牡雅-の任侠一人のjt扱 ぎ 仕掛-人のLA地 .

韻 …葦 蚕 室 毒 妄 !ぎー~■三森■二.5.日下.!..竺｣.～_8那8()%"i..._.___14鰍ru_I_.__"_._.7_ii二i':"(:I_i__d_"山一 l
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○建設費用 と損失防止費用

の関係はどうなるのか ?

T:発間する

S:記入する
○それぞれの建設計画において､建

設費用 と損失を防止する費用の､

住民の負担を理解 し計算す る

(21 費 用便益 分析 (コス トベネ フ ィ ッ ト分析 )

lIii 連取 費用 i 親 米防 止 算 用(′10年) 杜 氏 一一人 の 角 粗 食 什f′10-串) j k 殻 費用 十 章一機 先 防 止 費用 i

推頼 鐙 民 - 人 の A 也r防 止串 娘輯 杜氏-人の二魚地
㊨ 細 年 )① 壬 ④ i/10年)㊨ ㊨ +清さ 圭 ⑨ +③

ii允兼 3蝕円 15,000円!50% 3健円 JT'~1.-";i). 事q ～元,Si_i㌔.___ 門 … 占 億円

帖 *l 2蝕P:i 10,.000円宅50%,3催 事j三I_ちIL;JC.二.Ll円 二4-}f_I:IJJC,_)..ヽ■しじ 円
C兼】 1鷹 FE) 6,000円 80%l8億円 ぎOuC.こ.' 円 考_与~■ し 円 ニ_前 ｢

○代替案と評価基準の関係

はどのようなものか?

T:発間する

S:記入する
○デシジョン ･ツリーを作成 し､代

替案 と評価基準の関係性を明確に

する

(2)デシジョン･ツf)-の作成

最終陸離巌 慕

香蘇 ら袈ほ落

◎A～C案の50%･80%案で

､よいと思われるものはど

れか?

T:発間する

S:記入する
◎第2回目の意思決定おこない､住
民負担 と環境保護のどちらを優先

的に考えたかを示 し､またその選

択 した理由を記入す る

(3)意思決定までのプロ-チャ-ト
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Ⅴ.成果と課題

今回の実践では､授業前に環境アセスメン トに対するプレテス トをおこない､環境アセスメ

ントに対する生徒の認識を調査した｡ ｢中学校で聞いたことがある｣とする生徒が約 1/3､

｢聞いたことはない｣という生徒が2/3であった｡授業の終了時の振り返りでは ｢環境アセ

スメント･費用便益分析 ･意思決定をうまくできた｣という意見がほとんどであった｡複雑な

計算ではないが､実際に計算してみると､ ｢なかなかうまく計算できなかった｣という意見も
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少 数 あ っ た し､ 費 用 便益分析という他教科でも扱 うことのない概念 を､実際の事例にもとづき計

算するこ と は 牛 徒 にとって新しい発見であり､意思決定をおこなう力の育成 を図ることができ

たと考えるOまた環境の価値を数値化 して､波先コス トを計算するところもほとんどの教徒が

デシジョン 書テ-ブルにまとめることができたo Lかし計算以外の環境の価値を意思決定に反

映させた生徒もおり､今回の意思決定の難 しさが表れたO

生徒の振 り返りシ- トから｢意思決定をおこなう上で大切なことは?｣の質問に対して､｢評

価基準がたくさんあるl巨でその.-一つ 一つを J~寧に見定めること｣r将来的な問題も視野に入れ､

リスクを知ること｣ ｢優先順位を決めて､何が一番重要であるかを決めること ｣ ｢順を追って-

つ-つ検討 し､整理すること｣とい う記入が多く､評価基準と代替案が複 雑 に 絡み合っている問

題に対して､取り組む手法を自分のものにすることができたと思われる｡

今後の課題であるが､シミ孟レーションによる意思決定ではなく､実 際 の事例にもとづく戦

略的環境アセスメン トを授業に応用していきたいo

N市 の-般 廃棄物の最終処分場整備計画<シミュレーション 且>
1.計画の目的

N市では､現在××処分場にて一般廃棄物の最終処分を行っているが､残余年数が△寧 と

なってお り､新たな最終処分場の確保が急務となっている｡現在のXX処分場は､過去に拡

張工事を行ってお り,現状以上の拡張は見込めない｡

2.地域の自然的状況

①沿岸部の道路 ｢国道〇号｣は､交通量が多く騒音の環境基準が超越 している

②沿岸部には埋め立て地が広がる

③県道〇号側には､N市の天然記念物に指定されている ｢口の岩｣がある

④△△岳には谷戸の環境が残っている地域があり､00トンボや△△サンショウウオなど

希少生物の生息が確認されて､また､ ｢名水 100選｣ に選ばれている湧水池がある

⑤△△岳が地域の景観資源で､海岸部を眺望する展望台もあり､キャンプ場や自然観 察の

森などがあるQ

3.A案 ･r3案 ･C案の建設費用

外構施設 道路工事費 運搬費 埋め立て費

A案 5千万円 5千万円 1億円 1億円

B案 1億円 5千万円 5千万円 0
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N市 の 一 般 廃 棄 物 の 最 終 処 分 場 整 備 計 画 < シ ミ ュ レー シ ョ ン 2 >

A案 ･B案 ･C案の環 境 へ の 被 害 を 防 ぐた め の 費 用

環境 - の被 害 を 防 ぐた め の費 用

50%程度 の被 害 防 止 費Ff3 80% 程 度 の被 害 防 止 費用

A案 3億 円 7億 円

B案 3億 日 7億 日

<注>

り 政策の評価方法で､政策の結果による社会の構成員に対する価値を､金銭的に数値化する｡

2) 早期の政策決定段階や事業の適地選定などの構想段階から､情報の公衆への開示･意見聴 取 を含んだ計画アセ
スメントで､政策立案､施策策定にあたって､環境影響の有無を調査 ｡㌢想 ･評価し､必要な場合には環境配

慮を組み込むシステム｡

3) ｢戦 略 的環境 アセ スメ ン ト(SEA)導入 の あ らま し｣(環 境 省総合環 境 政策 局 環境影響評価

諌)http://www.env.go.jp/policy/assessl2-ioutline/sea_panph.html(201i.04.15)

4) 組織における人間の限定合理性と意思決定過程の研究を行い､その-方で人工知能のパイオニアでもあり､意
思決定支援システムの構築に携わった｡
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5)H･A.サイモン著 『新版 経営行動』(ダイヤモンド社､2009年､pp.1舶-145)
6) サイモンは､数式化したものを当時普及し始めたコンピュータにプログラム化することで､複雑な計算を処理
しようと考えており､｢プログラム化｣という表現となった｡｢数式化できる意思決定｣と同じ意味でありサイ
モンの表記通り ｢プログラム化｣という表現を引用したH･A･サイモン著 『意思決定の科学』(産能太出版､
1979年､pp.63-84)
7) ｢合理的｣な意思決定をおこなうためにモデルや手法の開発を研究し､人や組織の行動･現象を数慶的に把

握し分析する｡

8) オペレーションズ･リサ-チの手法の-つで､数式化できない問題などにおいて階層図を作成し,各項目につ
いて-対比較をおこない数値化し,総合評価値を求め,これをもとに意思決定をする手法0

9) 意思決定の "決定"や命題判定の "選択"などを多段階で繰り返し行う場合､その分岐の繰り返しを階層化し

て樹形図 (恕eediagTam)に描き表したグラフ表現､あるいはその構造モデルO
豆0) 本来コンビュ-タのソフトウェアテストを行うために利用される決定表と呼ばれるものであるOこれは入力
が複数の条件から構成されている場合に､入力と出力の関係を表形式で表したものである0

日)授業の始めに代替案を提示することで､その後の意思決定実施において､生徒が何を決めるのかを事前に学
習し､複雑な問題に対して論点を持ち続けて取り組むことが容易となるため応周した｡1990年代に入ってから
仮想評価法として環境政策評価の分野で新たに導入され実用化されている0

12) 猪瀬武則 ｢経済的意思決定能力を育成する環境学習の授業構成-費用便益分析､限界分析の事例を串L､に-｣
相 木社会科教育学会 『社会科教育』No70(1994.3)

13) 猪瀬政則 ｢社会科における環境学習一米国の環境教育における経済教育排除論争-｣ (社会認識教育学会編
『社会科教育のニュ-･JlO-スペクテイブ』明治図書､2003年)
14)『平成 18年度戦略的環境アセスメン ト総合研究会報告書』

(h叩:/iwww.env.go.jp/pol紀y/assess/2-4strategic/3sea-6/seamhlSwhoukoku加ain.pdf)(2011.06.29)

主指導教員(児玉康弘教授)､副指導教員(宮薗衛教授 ･雲尾周准教授)
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